
                     
 

第 182号（令和２年３月 18日）      
  

     信州の山岳遭難現場と全国の登山者をつなぐ  

                     の「山岳通信」 
この通信は長野県の山岳地域で発生した遭難事例をお伝えし、「安全登山」のための情

報提供をしています。（詳細は以下のとおり）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先週までの発生状況 

日付 場所 
年

齢 

性

別 
態様 死傷別 概要 

3月 9日 東筑摩郡筑

北村大林山 

64 男 道迷い 無事救出 単独で山頂から下山中、道に迷い、行

動不能 

3月 12日 北アルプス 

栂池高原 

31 女 転倒 負傷 仲間と 2人でバックカントリー滑走中、

転倒、負傷 

3月 13日 北アルプス 

焼岳 

34 男 滑落 負傷 単独で下山中、バランスを崩して滑

落、負傷 

3月 15日 北アルプス 

栂池高原 

53 男 雪崩 負傷 仲間と 3人でバックカントリー滑走中、

雪崩に巻き込まれ、負傷 

 

島崎 三歩 
特別隊員  

長野県警山岳安全対策課からのワンポイントアドバイス  

3 月 1 週は 0 件、2 週は 5 件の遭難が発生し、北アルプスでバックカントリー中の遭難が 3 件

発生しました。3 月 15 日に発生した栂池高原の雪崩遭難は仲間と滑走中に男性が雪崩に巻き込

まれ、自力で脱出はしましたが、足首の骨折により行動不能となり救助されたものです。今シーズ

ンは雪崩による遭難が既に 4件発生し、4名が死傷（死者 1名負傷 3名）しています。 

これから春に向けて標高の高い山域でも日中の寒暖差がますます大きくなり、それに伴い積雪

が不安定になる傾向にあります。ビーコン、エアバック等の雪崩対策装備の携行はもちろんのこ

と、入山前の天候状況や当日の積雪状態の確認は、誰もが心がけていなければならないことで

す。 

滑る楽しさばかりに気をとらわれて大切なことを見落とさないように、今一度、自分自身や仲間

の安全対策を見直しましょう。 

9日、東筑摩郡筑北村の大林山付近で、男性 64歳が道に迷う山岳遭難が発生し、10日、安曇野警察署員

が救助しました。 

12 日、北安曇郡小谷村の栂池高原天狗原付近において、女性 31 歳がバックカントリースキー中に転倒し

て負傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリ等で救助予定です。 

13 日、北アルプス焼岳において、男性 34 歳が下山中滑落して負傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリで救

助しました。 



 

 

3月 15日 北アルプス 

乗鞍岳 

45 男 道迷い 無事救出 単独でバックカントリー滑走中、道に迷

い、行動不能 

 

令和２年中の山岳遭難発生状況（令和２年１月１日～３月 15 日） 

区分 
発生 

件数 
死者 

行方 

不明 
負傷者 

無事 

救出 

遭難者

計 

内） 

死傷者 

令和２年 32 3  16 16 35 19 

平成 31（令和元）年 40 6   19 22 47 25 

前年同期比 -8 -3 ±0 -3 -6 -12 -6 

内）BC ±0 -2 ±0 +2 -3 -3 ±0 

内）山菜キノコ採り ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 

 

山域別発生状況 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

北アルプス 

槍穂高   0.0%         0 

後立山 10 31.3%     7 5 12 

その他 6 18.8% 1   2 3 6 

計 16 50.0% 1 0 9 8 18 

中央アルプス 1 3.1% 1       1 

南アルプス   0.0%         0 

八ヶ岳連峰 9 28.1% 1   6 2 9 

その他の山岳 6 18.8%     1 6 7 

計 32   3 0 16 16 35 

 

  

15 日、栂池高原鵯峰北方付近において、男性 53 歳がバックカントリースキー中に雪崩に巻き込まれる山

岳遭難が発生し、県警ヘリで救助しました。 

15日、北アルプス乗鞍岳位ヶ原付近において、男性 45歳が道に迷う山岳遭難が発生し、16日、松本警察

署山岳遭難救助隊及び北アルプス南部地区山岳遭難防止対策協会救助隊が救助しました。 



態様別発生状況 

区分 件数 
件数 

比率 
死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

転・滑落 7 21.9%     7   7 

転倒 6 18.8%     6   6 

病気 2 6.3%       2 2 

道迷い 9 28.1%       11 11 

落石   0.0%         0 

雪崩 4 12.5% 1   3   4 

落雷   0.0%         0 

疲労凍死傷 1 3.1%       1 1 

不明・他 3 9.4% 2     2 4 

計 32   3 0 16 16 35 

 

男女別・年齢別比率 

区分 

男性 (人) 女性 (人) 男女計 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 比率 

人

数 
比率 

19歳以下         0 

8 

30.8％ 

        0 

5 

55.6％ 

0 

13人 

37.1％ 
20代     1 3 4       1 1 5 

30代 1   2 1 4     2 2 4 8 

40代 1   3 2 6 14 

53.8％ 

    1 1 2  3 

33.3％ 

8 17人 

48.6％ 50代     4 4 8 1       1 9 

60代     1 2 3 4 

15.4％ 

    1   1 1 

11.1％ 

4 5人 

14.3％ 70以上     1   1         0 1 

計 2 0 12 12 26   1 0 4 4 9   35   

比率 74.3% 25.7%   

 

 内容は長野県警察本部の発表時点のものです。 

 

 ＝発行：長野県山岳遭難防止対策協会＝ 

＊本通信に関する質問・意見は「長野県観光部山岳高原観光課」mt-tourism@pref.nagano.lg.jp まで 

お寄せください。 


